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高橋歩 TALK LIVE＆SHOW「大自然と仲間と遊びと福島」開催について

今年 3月に発災した東日本大震災は，わが国，とりわけ東北地方に未曾有の災害

をもたらしました．なかでも福島県は，地震および津波による甚大な被害だけでな

く，それに伴う福島第一原発事故による放射線問題によって，復旧・復興の道筋が

見出せない状況にあります。こうした中で，本県が長期的に見て真に復興するには，

地域の自信を取り戻し，「福島に住むこと」の意義を県内外に強く発信できる強固

な「地域アイデンティティー」の確立が何よりも必要であるといえます．言い換え

れば，今回の大災害のもと近視眼的な復興計画に終始するのではなく，100 年 200

年先，さらには 1000 年先をも見据えた地域復興計画を今こそ策定しなければなら

ないのです．すなわち，1000 年先の子孫が「福島に生まれてよかった」，「福島に住

むことが幸せだ」と思える地域環境，コミュニティーの構築が，大災害を受けたわ

れわれ世代が果たすべき責務であると考えます。

こうしたことから福島大学経済経営学類は，今回，ベストセラー作家であり，自

称「自由人」である高橋歩氏を迎え，生きることの意味，自然の豊かさ・大切さを

語りあいながら，福島の未来をともに考えたいと思います．後半のトークショーで

は，福島在住のイベンター平学氏と筆者（奥本英樹）を加え，福島復興大計画（悪

だくみ（笑））の夢を語りたいと思います。
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